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議  事  録 

会 議 の 名 称 第１回 学校規模学校配置適正化検討委員会 

開 催 日 時 平成２５年１０月２９日（火） １４時００分～ 

開 催 場 所 小川総合支所 ３階 大会議室 

出 席 者 

【出席委員】 

  加藤 崇英  戸田 見成  萩原  茂   内田  裕 

柴山  久   磯野 宏人  押手 哲也  石川栄美子 

岩瀬 彩香  稲田  弘   小松 政治 

      

【欠席委員】 

  村田 春男  吉田 洋史  石川  正   野原 芳浩 

  磯部 公一  松本 建治  堀井 陸司  野口  孝 

飯島 利武 

 

【教育委員】 

澤畠 照子  中村 三喜  鶴町 庄二  野手 利江 

加瀬 博正 

 

【事務局】 

我妻 智光  戸塚 俊宏  真家  厚   菅谷 清美 

佐々木 浩  菅澤 富美江 

協 議 案 件 
・学校適正化に係るこれまでの概要説明 

・今後の検討事項の説明 

会 議 資 料 
別 紙 

 （ 会議次第、 他 ） 

記 録 方 法 

□全文記録 

☑発言者の発言内容ごとの要点記録 

□会議内容の要点記録 

公開･非公開の別 ☑ 公開  □ 一部公開  □ 非公開   （傍聴者 ０ 人） 
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【委嘱状交付】 

 

鶴町教育委員長より委嘱状の交付 

 

 

【委員紹介及び事務局職員紹介】 

 

 

【会長の選出】 

 

検討委員会会長に加藤 崇英委員を選出 

 

 

【協 議】 

 （１）学校適正化に係るこれまでの概要説明 

 

事務局 教育委員会では、平成２２年１０月に学校規模学校配置適正化検討委員会を

発足し、学校適正化にかかる２点の項目について諮問した。１つが「小中学

校の規模及び配置の適正化に関する基本的な考え方について」。そして、２

つ目が「小中学校の適正配置の具体的方策について」。１つ目の諮問事項に

ついては、平成２４年２月に同検討委員会より答申をいただき、同年６月に

学校適正化にかかる基本方針を策定した。基本方針には、「市の学校教育が

目指すべき方向性」や「学校規模の考え方：小中学校の学級数及び人数」や

「学校配置の考え方」等について示している。この基本方針の考え方を基に、

２つ目の諮問事項について、検討委員会で協議を重ねてきた。本年３月に最

終的な答申を示す予定だったが、学校の再編案を示すことについて、より慎

重に行うべきとの意見が出たため、一度中間的な案を示し、地域で議論を深

めていただき、その意見を集約した後に最終答申を示すということになっ

た。それを受けて、本年の３月２６日に検討委員会より中間答申を示してい

ただいた。 

事務局 中間答申の内容を説明したい。 

 

※小美玉市立小中学校の適正配置の具体的方策について【中間答申】を参照 

 

（２）今後の検討事項の説明 

 

事務局より説明 

 

※小美玉市学校規模学校配置適正化地域協議会要綱を参照 

 

（抜粋） 

 

第２条 協議会は、次に掲げる事項について協議する。 

 （１）地域の学校の将来像について 
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 （２）中間答申（再編案）について 

 （３）通学手段の検討並びに学校跡地利用の検討について 

 （４）その他必要事項について 

 

 

 

 

閉 会 

 

 

 

 


